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（一社）全国浄化槽団体連合会（上田勝朗会長）
は6月27日、東京・市ヶ谷のホテルグランドヒ
ル市ヶ谷で第11回定時総会を開催した。2022
年度事業報告および収支決算など全4議案、報
告2事項を承認し、総会決議では新たな浄化槽
ビジョンの検討・策定、協議会の設置を通じた
各種課題の解決など全６項目を採択した。総会
後は懇親会を開き、関係省や団体、さらに国会
からも西村明宏環境大臣や豊田俊郎国土交通副
大臣をはじめ、多数の議員が駆けつけた。

総会は午後１時、正会員・特別会員の代表者
や随行者など約150名の出席を得て開かれた。
総会の冒頭で上田会長は、コロナ禍を振り返

りながら事務局や会員の協力に感謝を述べ、「令
和8年度の汚水処理施設の概成目標の期限が迫

りつつある。生活排水処理の手法には集合処理、
あるいは個別処理という選択肢が存在するが、
全浄連ではその手法によって公平性が欠くこと
がないようさまざまな提言を行ってきた。全国
の状況を見渡すと、令和3年度末時点の汚水処

第11回定時総会で浄化槽ビジョン策定など決議採択
懇親会に西村明宏環境大臣や豊田俊郎国交副大臣ら

上田勝朗全浄連会長

総会の様子
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理人口普及率は92.6％で、令和8年度にはおお
むね95％を超えるだろうということが言われ
ている。しかし下水道で接続率の向上が課題と
なっているように、浄化槽でもいまだ多くの単
独処理浄化槽が残され課題となっている。人口
の減少やひっ迫した地方財政などから徐々に下
水道から浄化槽への転換も進む中、今後は単独
処理浄化槽の合併転換、さらに浄化槽台帳の整
備や施工・維持管理技術の向上といった課題の
解決へ提言、要望、取り組みを重ねていかなけ
ればならないと考えている」「また新年度に向
けて今、民間団体として浄化槽ビジョンをつ
くっていくという取り組みをスタートした。浄
化槽で生活排水を処理するには、どのような課
題があり、どのように解決していくかを考え、1
年後の短期計画、5～10年後の中・長期計画に
反映させながら事業を進めたい。業界の総力で
取り組んでまいりたいので、協力をいただきた
い」と挨拶した。
この後の審議は、議長に大川和彦氏（鳥取県）

を選出し、第1号議案「2022年度事業報告およ
び収支決算について」、第2号議案「全浄連第11
回定時総会決議（案）について」、第3号議案「入
会金及び会費に関する規定の改正について」、第
4号議案「役員（理事・監事）の補欠選任につい
て」の4議案と、報告事項1「2022年度公益目的
支出計画実施報告書について」、同2「2023年度
事業計画および収支予算について」の2事項を
審議、承認した。

ここで2023年度全浄連活動スローガンには
「水環境を守ろう 単独処理浄化槽から合併処理
浄化槽への転換」を採択。全浄連第11回定時総
会決議には、 ①浄化槽ビジョンの検討 ②協議
会設置と浄化槽の課題解決 ③浄化槽システム
脱炭素化事業の継続・推進 ④浄化槽台帳の整
備と業界の DX化推進 ⑤災害時の防災拠点・
避難所トイレシステムの推進 ⑥浄化槽設備士
研修会の実施と法制化－－－の6項目を掲げ、こ
のうちの協議会の設置については、具体的な課
題として「単独処理浄化槽の合併転換」「浄化槽
処理促進区域の推進」「維持管理費への公的助
成金の創設・拡大」「浄化槽設備士の技術向上」
の4項目を盛り込んだ。

式典で関係省から祝辞、 式典で関係省から祝辞、 
表彰や特別講演など実施表彰や特別講演など実施

総会後は式典を開き、初めに来賓から祝辞が
述べられた。
ここで環境省浄化槽推進室の沼田正樹室長
は、「平素より環境行政にご理解、ご協力を賜り、
厚くお礼申し上げる。浄化槽行政の現状や課題
は後ほどの講演会で詳しくご紹介するが、汚水
処理施設の概成に向けた合併処理浄化槽の普及
促進、維持管理の適正化という課題は明確で、
徐々に改善に向かっているものと考えている。
しかしその改善のスピードが必ずしも十分でな

環境省・沼田正樹室長 国交省・今村敬参事官
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い部分もあり、環境省としては引き続き現場の
課題を伺いながら一つずつクリアし、浄化槽行
政を前に進めてまいりたい。また令和8年度の
概成を見据えた議論も当然必要で、こうした中
で全浄連の皆さまが新たな浄化槽ビジョンに向
けた検討会を立ち上げ、人口減少等の社会情勢
の変化を踏まえつつ、浄化槽が持続可能なシス
テムとして発展していくために何が必要かご議
論いただくことは極めて重要なことと考えてい
る。先日は富山県浄化槽協会の50周年記念式
典に参加させていただいたが、次の50年に向け
て何が必要か、我々も皆さまの声を聞きながら
考えてまいりたい」と挨拶した。
また国土交通省住宅局の今村敬参事官は、「私

どもは環境省の陰から浄化槽を応援していると
いう立場。建築基準法というものを簡単に表現
すれば、安全・安心・衛生のために、最低限こ
れだけは守っていただきたいという基準のこと
であり、私どもが浄化槽を含めてそれを所管し
ている。ただ最近は最低限のナショナルミニマ
ムより上のレベルに移行しつつあり、近年頻発
する災害を視野に、病院や庁舎など重要な建物

については災害時においても壊れて使えなくな
ることがないよう、機能維持という部分でガイ
ドラインの策定等を進めている。これは浄化槽
でも同様で、全浄連の皆さまにおかれても、学
校等の避難所においては浄化槽を活用し、災害
時でも安全で衛生的なトイレシステムの整備に
取り組まれていると伺っている。平時は下水道
を利用し、いざというときに浄化槽というのは
下水道処理区域内でも認められているので、引
き続き推進していただければ。私どもも勉強さ
せていただきたい。また私自身、故郷の愛媛県
では浄化槽のお世話になっており、個人的にも
浄化槽を応援したいと思っている。改めて本日
のご盛会、心よりお慶び申し上げたい」と述べ
た。
このあとは第36回全浄連会長特別顕彰、顕彰
状、表彰状、感謝状贈呈が行われ、全浄連会長特
別顕彰状が4名、全浄連会長顕彰状が16名、全
浄連会長表彰状が21名に贈られた。また受賞
者を代表し、山条忠文氏（（公社）香川県浄化槽
協会会長）から謝辞が述べられた。
また式典後の特別講演では、環境省の沼田正

総会・特別講演会の様子
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樹室長が「最近の浄
化槽行政の動向」に
ついて講演した。
浄化槽の整備状況
や法定検査受検率
の推移など都道府
県ごとの状況を説
明し、その上で単独
処理浄化槽の合併
転換に向けた改正
浄化槽法に基づく
特定既存単独処理
浄化槽への対応、公
共浄化槽事業の推
進と民間活用、PFI
手法における BOO
（Build-Own-Operate）
方式の追加、浄化槽
システムの脱炭素化の推進、浄化槽台帳の整備
と活用、法定協議会の設置といった近年の重要
施策を取り上げた。また浄化槽の維持管理の適
正化に向けた取り組みとして、新たに全国の清
掃・保守点検の実施率調査に踏み込んだほか、5
月25日には「浄化槽法に基づく維持管理の徹底
について」とする環境再生・資源循環局長通知
を発出したことを明かした。
沼田室長はこのほか、令和5年度予算の概要

などを取り上げつつ、終わりに令和8年度の汚
水処理施設の概成に向けて制度・予算の両面で

対応していくことと、浄化槽の信頼性向上のた
めに行政と事業者が連携しつつ、令和8年度以
降も見据えて人口減少、脱炭素化、デジタル技
術の活用、国土強靱化にも対応していくことの
必要性を述べ、講演を終えた。

普及促進や維持管理の向上、 
脱炭素など取り組みに期待

総会後は午後5時から懇親会が開かれ、国会、
関係省、団体から多数の来賓が出席した。
森田和博副会長の挨拶により開会し、上田会
長は「汚水処理手法を浄化槽に見直す動きが活
発化する中、私たちは浄化槽の信頼性を確保す
ることが使命だと考えている。今、新たな浄化
槽ビジョンの検討に着手しており、私ども民間
の感覚で今後の生活排水処理がどうあるべき
か、あるいは今ある課題にどう対応していくべ
きかを提言し、それを中長期の取り組みに反映
させてまいりたい。私たちには国会や議会の先
生方、行政の方、住民の方々の声をしっかり聞
きながら生活排水処理対策を進めていく責任が

最新の浄化槽施策について説明する沼田室長

懇親会で挨拶する上田会長
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あり、皆さまと協力しながら浄化槽の普及を進
めていきたいと考えている」と挨拶した。
また来賓挨拶では、初めに環境省の西村明宏

大臣が小林茂樹副大臣とともに壇上に上がり、
「人口減少が進む我が国において、人口散在地域
で効率的に汚水を処理するには浄化槽の役割が
非常に重要。また今後の浄化槽整備に当たって
は、脱炭素化、デジタル化などの政策課題を意
識した取り組みが求められている。こうした中

で全浄連の皆様が浄化槽ビジョンの検討を始め
られたことは意義深いものと期待している。環
境省としては浄化槽法に基づき単独処理浄化槽
の合併転換、浄化槽台帳の整備を通じた維持管
理の向上等の取り組みを支援するため必要な予
算の拡充を図っているところだが、今後も法整
備や予算等の施策を通じ、皆さまとも連携しな
がら浄化槽による汚水処理対策を全力で支援し
てまいりたい」と述べた。

西村明宏環境大臣（右）と小林茂樹環境副大臣（左）

豊田俊郎国土交通副大臣（左）と清水真人国交大臣政務官（右）
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また国土交通省の豊田俊郎副大臣は、清水真
人大臣政務官とともに壇上に上がり、「我が国
の水環境保全に当たって浄化槽に期待される役
割が大きいことは皆さまご承知のとおり。国交
省においても浄化槽の型式認定、工事業の登録、
設備士制度の実施を通じて浄化槽の適正な普及
を推進している。全浄連の皆様が技術力の維持・
向上、普及、発展に取り組まれていることに改
めて感謝申し上げたい。今後も業界のリーダー
として一層のご活躍をいただければ」と期待を
述べた。
自民党からは小渕優子衆議院議員が代表して

挨拶に立ち、「本日は全浄連の総会・懇親会が
このように盛大に開催されることに、心からお
慶び申し上げたい。特に懇親会は、本日のよう
に立食形式で行われるのは4年ぶりのことと
伺っている。このように皆さまと顔を合わせて
懇親会に参加できることは大変喜ばしいことと

思う。さて、皆様方には日頃より力強いご支援・
ご指導をいただいており感謝申し上げたい。私
もメンバーの一人だが、自民党の浄化槽推進議
員連盟からも渡辺博道副会長をはじめ多くの議
員が参加しており、力を合わせて皆さまからい
ただいた課題の解決、国民の生活環境の向上に
努めてまいりたい」と祝辞を述べた。
公明党からは山口那津男代表が、「公明党は
自民党と力を合わせ環境行政を推進していると
ころ。今の国土交通大臣は斉藤鉄夫元環境大臣
で、皆さまのお仕事にもとりわけ深い関心を抱
きながら日々の国土交通行政に努めていただい
ている。公明党ならではの地域のネットワーク
を活用して、浄化槽の普及が一層進むよう全力
を挙げてまいりたい」と力強く述べた。
一方、自民党浄化槽推進議員連盟からは、副
会長の渡辺博道衆議院議員（復興大臣）が、「皆
さまにおかれては生活環境の保全のため日頃よ
りご尽力いただいていることに感謝申し上げた
い。災害が激甚化・頻発化する中、強靱性に優
れた浄化槽の普及に努めることはますます重要
になっている。皆さまと共に浄化槽のさらなる
普及に取り組んでまいりたい。また復興大臣の
立場から申し上げれば、東日本大震災で甚大な
被害を受けた福島県についても皆さまのお力で
応援いただければ」と挨拶した。
公明党浄化槽整備推進議員懇話会会長の秋野
公造参議院議員は、「浄化槽法の改正から流れ
が変わり、宅内配管工事費への助成制度、長寿
命化計画に基づく改築事業、令和8年度概成に
向けた加速化事業など予算制度が大きく充実し
始めた。また皆さまが取り組まれる避難所への
浄化槽設置についても、下水道が整備されてい
る地域であっても浄化槽が有効であるという旨
で避難所におけるトイレの確保・管理ガイドラ
インが更新された。これからも我が国の浄水機
能の向上へお役に立てるよう進んでまいりた
い」と意欲を見せた。
乾杯の発声に自民党浄化槽推進議員連盟幹事
長の有村治子参議院議員が立ち、「コロナ禍で
分かったことは、日々の生活を守るということ

自民党・小渕優子議員

公明党・山口那津男代表
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が、私たちが日常的に生活していく上で本当に
重要だったということ。そして、この日々を支
えていただいているのが全浄連の皆さまである
と理解している。また上田会長の下で新たな浄
化槽ビジョンを定めるということも、人口減少
時代に突入し、災害が頻発する日本において非
常に重要な取り組みになると考えている。皆さ
まと共にしっかりと防災・減災に取り組み、い
ざというときに最前線で復旧に努めるのは皆さ
まと、私たち与党の役割。本日このように再会
できたことに改めて感謝を申し上げるととも
に、新たな浄化槽ビジョンが私たちの未来を照
らすものとなるようご祈念申し上げたい」と述
べ、杯を掲げた。
この後は出席者らは相互に懇親を深め、午後

６時半に（公社）茨城県水質保全協会の成田浩
明理事長による閉会の辞で閉会した。

有村治子参議院議員の発声で乾杯した

自民党浄化槽推進議連・渡辺博道副会長

公明党浄化槽整備推進議員懇話会・秋野公造会長
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１．業界功労者に対する全浄連会長特別顕彰状贈呈者
区        分 受章年月日 勲章・褒章 氏    名 所属及び役職

令和４年春叙勲受賞者 令和4年4月29日 旭日単光章 鈴木  　茂 （公社）神奈川県生活水保全協会  副理事長

令和４年秋叙勲受賞者 令和4年11月3日 旭日単光章 大西  　孝 （公社）石川県浄化槽協会  副会長

令和４年秋叙勲受賞者 令和4年11月3日 瑞宝双光章 吉村  哲夫 （一社）三重県水質保全協会  理事

令和４年秋叙勲受賞者 令和4年11月3日 旭日小綬章 山条  忠文 （公社）香川県浄化槽協会  会長

２．業界功労者に対する全浄連会長顕彰状贈呈者
区          分 受章年月日 氏     名 所属及び役職

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 豊口  　裕 （一社）秋田県浄化槽協会  副会長

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 繁藤  洋一 （公社）茨城県水質保全協会  副理事長

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 伊藤  康行 （一社）栃木県浄化槽協会  副会長

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 松尾  　繁 （一社）群馬県浄化槽協会  理事

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 島影  　清 （一社）新潟県浄化槽整備協会  会長

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 池田  成克 （公社）石川県浄化槽協会  監事

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 早瀬  茂樹 （一社）福井県浄化槽協会  会長

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 大山  吉之 （一社）福井県浄化槽協会  理事

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 大沼  　智 （一社）静岡県浄化槽協会  専務理事

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 鈴木  　正 （公社）滋賀県生活環境事業協会  理事

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 竹下  勝文 （公社）広島県環境保全センター  元副理事長

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 谷本  徳仁 （公社）愛媛県浄化槽協会  元副会長

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 矢田  　均 （公社）香川県浄化槽協会  理事

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 山下  龍二 （公社）熊本県浄化槽協会  理事

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 石崎  哲彦 （公社）熊本県浄化槽協会  会員

環境大臣表彰受賞者 令和4年10月3日 岩本  房耕 （公社）熊本県浄化槽協会  会員
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３．会員団体役員等功労者に対する全浄連会長表彰贈呈者
氏       名 所属及び役職 氏       名 所属及び役職

梅澤　裕司 （公社）北海道浄化槽協会  理事 芦田　和也 （一社）三重県水質保全協会  理事

松岡　弘志 （公社）岩手県浄化槽協会  理事 中田　祐史 （一社）和歌山県浄化そう協会  理事

紺野　正雄 （公社）福島県浄化槽協会  監事 大川　和彦 （一社）鳥取県浄化槽協会  会長

尾崎　弘明 （一社）栃木県浄化槽協会  理事 中谷　純治 （一社）岡山県浄化槽団体協議会
検査委員長

小田  　正 （一社）埼玉県浄化槽協会  常務理事 高尾　武司 （公社）徳島県環境技術センター  理事

長田　聖真 （公社）富山県浄化槽協会  理事 眞鍋　弘之 （公社）香川県浄化槽協会  前理事

酒井　利政 （公社）石川県浄化槽協会　検査課
検査員 宮宇地 俊明 （公社）香川県浄化槽協会　検査課長補佐

上襧襧 登喜男 （一社）福井県浄化槽協会  理事 上甲　祐治 （公社）愛媛県浄化槽協会
南予検査支所長

芦澤　剛彦 （一社）静岡県浄化槽協会
副理事長兼常務理事 上池　弘明 （公財）大分県環境管理協会  理事

木村　雄三 （一社）愛知県浄化槽協会  副会長 姫野　律子 （公財）大分県環境管理協会
企画管理係長

高山 真由美 （一社）愛知県浄化槽協会豊田業務所次長

4 会員団体構成員等に対する全浄連会長感謝状贈呈者
氏       名 所属及び役職 氏       名 所属及び役職

高橋  孝臣 （公社）北海道浄化槽協会  協会職員 西村  博文 （一社）鳥取県浄化槽協会  副会長

大 泉  茂 （一社）山形県浄化槽工業協会  専務理事 林  和 弘 （一社）島根県浄化槽協会  副会長

江口  典志 （公社）福島県浄化槽協会  理事 岩本  英司 （公社）徳島県環境技術センター  理事

武井  晶裕 （一社）埼玉県浄化槽協会  常務理事 入道  秀和 （公社）香川県浄化槽協会  業務課長

島田  吉幸 （一社）愛知県浄化槽協会  理事 野上  裕文 （一財）福岡県浄化槽協会  庶務課長

岡田  広光 （一社）愛知県浄化槽協会
豊田業務所所長 牧  真 志 （公財）大分県環境管理協会  理事
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特別顕彰状代表受賞　ー　大西孝氏（石川県）

顕彰状代表受賞　ー　早瀬茂樹氏（福井県）

表彰状代表受賞　ー　大川和彦氏（鳥取県）

山条忠文氏（香川県）から謝辞を受ける上田勝朗会長



全浄連ニュース　2023年 8月　No.178●11

「水環境を守ろう「水環境を守ろう

       単独処理浄化槽から       単独処理浄化槽から

            合併処理浄化槽への転換」            合併処理浄化槽への転換」

「水環境を守ろう「水環境を守ろう

       単独処理浄化槽から       単独処理浄化槽から

            合併処理浄化槽への転換」            合併処理浄化槽への転換」

2023 年度  全浄連スローガン

 第11回 定時総会 決議 

一、浄化槽ビジョンの検討を進め、浄化槽の新たな世界を切り開く

二、全国の都道府県で協議会を設置し、浄化槽の課題を協議し解決する

　①単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換のより強力な推進

　②浄化槽処理促進区域の積極的な推進

　③維持管理費への公的助成金の創設・拡大

　④浄化槽設備士の技術の向上

三、浄化槽システム全体の脱炭素化事業の継続・推進

四、浄化槽台帳整備の更なる推進及び業界全体のＤＸ化の推進

五、災害時の防災拠点・避難所トイレシステムへの浄化槽の設置と活用

六、浄化槽設備士研修会の実施並びに将来の法改正を目指す

2023 年 6月27 日

一般社団法人 全国浄化槽団体連合会

会　長　　上　田　　勝　朗
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（公社）福島県浄化槽協会（福浄協）は５月15
日、郡山市の郡山ユラックス熱海で、環境省「浄
化槽システムの脱炭素化推進事業」の令和５年
度制度説明会を開催した。午前・午後の２回で
延べ120名が参加し、事業実施に関心を持つ浄
化槽管理者や保守点検業者、さらに行政からも
浄化槽、財政、施設所管の担当職員が出席した。
学校や公営住宅など、行政においても適用でき
る施設は多く、当日は補助金の申請、契約など
実務的な質問なども多く寄せられた。

同事業は、家庭用浄化槽に比べ低炭素化の取
り組みが遅れている中・大型浄化槽（30人槽以
上）の省エネ改修事業に1/2補助を行うもので、
具体的には①高効率ブロワおよびブロワの稼働
時間を削減可能なタイマーやインバーター装置
の導入によって二酸化炭素排出量を20％以上
削減する事業（＝機器改修事業）②槽本体を先進
的な省エネ型浄化槽へ交換することによって二
酸化炭素排出量を46％以上削減できる事業（＝
本体交換事業）③機器改修事業または本体交換

事業と同時に再生可能エネルギー設備（太陽光
発電や蓄電池等）を導入する浄化槽システムの
脱炭素化に資する事業－－－の３事業が対象とな
る。
浄化槽設置者からすると、老朽化した浄化槽
を1/2補助を受けつつ更新できる極めてコスト
メリットの高い事業と言えるが、申請期間が令
和５年度は11月30日までと限られている。
説明会ではこうした事業の内容、申請方法、
締切などについて、環境省浄化槽推進室の志太
健一室長補佐、申請窓口を務める（一社）全国浄

化槽団体連合会の昇広文常務事業
部長と平川さくら氏、福浄協の棚
木康仁総務課長の４名が説明し、
対象事業の可否判断が難しい場合
は協会においても相談を受け付け
ると付け加えた。

浄化槽脱炭素化推進事業説明会開く
財政や施設所管部局など行政も多数出席

説明会の様子

事業の説明をする環境省・志太室長補佐
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浄化槽中央連絡協議会（浄中連）は７月４日、東
京・市ヶ谷のホテルグランドヒル市ヶ谷で令和
５年度理事会・定期総会を開催した。令和５年
度事業計画等を審議・承認し、新会長には（一社）
浄化槽システム協会の後藤雅司会長を選出した。
総会後は懇親会を開き、環境省環境再生・資源循
環局の角倉一郎次長が来賓として出席した。

同団体は浄化槽関係団体の横の連携を強化す
るため昭和62年度に組織されたもので、毎年持
ち回りにて各団体の代表が会長を務めている。
今年度は会長に後藤雅司氏を選出し、副会長は全
国管工事業協同組合連合会の加藤大二氏、（一社）
浄化槽団体連合会の上田勝朗会長が務めること
となった。
また当日は、浄化槽に係る最新の行政動向とし

て、環境省が５月25日に発出した局長通知「浄化
槽法に基づく維持管理の徹底について」に関して
情報提供があった。浄化槽台帳や協議会を通じ
た管理・指導強化とともに、清掃と保守点検につ
いて実態調査を行う方針が示された。
総会後は懇親会を開き、冒頭で後

藤会長は「産業界を取り巻く環境は
非常に厳しく、ロシアのウクライナ
侵攻に端を発する燃料や原材料費の
高騰、半導体不足によって浄化槽の
付帯設備の製造に遅延が生じ、中・
大型浄化槽の納品について影響が生
じている。また2050年カーボン
ニュートラルに向けて、循環経済へ
の移行、DXへの対応も必要とされ
ている。浄化槽について見れば、単
独処理浄化槽がいまだ364万基あり、
930万人の方の生活排水が未処理の
まま放流されている。環境省でも整

備加速化事業や、合併転換促進に係る事業などに
予算をつけていただいているが、我々協議会にお
いても結束してこれらの課題解決に進んでいけ
たら」と挨拶した。
また環境省の角倉次長は、「皆様におかれては
平素より環境行政にご協力を賜り、厚くお礼申し
上げたい。先ほど後藤会長が触れたように、日本
の汚水処理施設整備はまだ途上にあり、優れた能
力を持ち、経済的な浄化槽にて解消を図ってまい
りたい。法改正によって上下水道の施設整備は
国交省が所管することとなったが、この浄化槽整
備の有効性は全く変わらない。むしろ少子高齢
化、人口減少でますます重要性が上がるものと見
ている。引き続き、予算、制度の両面で浄化槽の
整備を支援してまいりたい」と祝辞を述べた。
乾杯の発声は（公財）日本環境整備教育セン
ターの由田秀人理事長が務め、「浄化槽のますま
すの発展を祈念したい」と述べ、杯を掲げた。

理事会・総会開き役員改選など実施
来賓に環境省環境再生・資源循環局の角倉一郎次長ら

由田理事長の発声で乾杯した



全浄連ニュース　2023年 8月　No.178● 14

環境省は5月25日、全国の都道府県知事・
政令市長宛に「浄化槽法に基づく維持管理の徹
底について」とする環境再生・資源循環局長通
知を発出した。
浄化槽が本来の処理性能を発揮するために

は適正な浄化槽の設置と維持管理が必要だが、

浄化槽法に基づく設置後の法定検査受検率
（11条）が低迷していることや、保守点検・清
掃の実施率が把握されていない状況を受け、浄
化槽台帳の整備等を通じた適切な指導、無管理
浄化槽の把握などを求めた。内容は次のとお
り。

浄化槽維持管理徹底求める局長通知発出
台帳整備等を通じた適切な指導、無管理浄化槽の把握要請 

1 

環循適発第 2305255号 
令和 5 年 5 月 25 日 

 

 

各都道府県知事・各政令市市長 殿 

 

 

環境省環境再生・資源循環局長 

 

 

浄化槽法に基づく維持管理の徹底について（通知） 

 

 浄化槽行政の推進については、かねてより種々御尽力、御協力いただいているところ

である。 

 このたび、浄化槽法（昭和58年法律第43号）に基づく維持管理の徹底を図るため、下

記のとおり通知するので、これらの事項に十分留意の上、その運用に遺憾なきを期する

とともに、貴管下市町村等に対しては、貴職より周知願いたい。 

 なお、本通知は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条の４第１項の規定に基づ

く技術的な助言であることを申し添える。 

 

記 

 

第１ 趣旨 

浄化槽が本来の処理性能を発揮し、汚水の適正な処理を図るためには、浄化槽の設置

及び維持管理が適正に行われる必要がある。このため、浄化槽管理者は、浄化槽法第10

条第１項に基づき法令で定める回数の浄化槽の保守点検及び清掃並びに浄化槽法第７条

第１項に規定する設置後等の水質検査及び法第11条第１項に規定する毎年１回の水質検

査（法定検査）を受検しなければならないこととされている。 

浄化槽の適正な維持管理を担保する上では、浄化槽の保守点検、清掃、法定検査の徹

底が極めて重要であるが、現状では、各都道府県において、保守点検及び清掃の実施状

況が十分把握されておらず、実施率が低い状況も見られる。また、法定検査に関しても、

全国平均の受検率が 46％と低い水準となっている。 

このため、都道府県知事において、浄化槽台帳を整備するとともに台帳情報を積極的

に活用して、浄化槽管理者に対する適正な維持管理（保守点検、清掃、法定検査）の実

施に向けた指導を強化することが急務であり、その旨、周知徹底するものである。 
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2 

 

第㸰 浄化槽台帳を活用した適正な維持管理の実施に向けた指導等の徹底について 

令和㸰年４月に施行されたᨵ正浄化槽法（令和ඖ年法律第４㸮号）において、都道府

県知事に浄化槽台帳の整備が⩏務けられ、都道府県知事は、浄化槽台帳により維持管

理の実施状況等について正☜に把握し、保守点検、清掃、法定検査の実施に向けた指導

を行࠺ものとしている。 

ᙜヱ指導を的☜かつに行࠺ためには、正☜な情報をຠᯝ的・ຠ率的に㞟・記㘓

ྍ能な台帳࣒ࢸࢫࢩの整備が重要である。このため、ᨵ正法施行ᙜึは行政のᒆฟ情

報等の対ᛂྍ能なものから整備を進めるとともに、関ಀᶵ関と㐃ᦠしたຠᯝ的・ຠ率的

な情報㞟యไの整備ࡸ維持管理情報もྵめた浄化槽台帳の࣒ࢸࢫࢩ化についてはᨵ正

法施行から㸱年を┠㏵（令和４年ᗘᮎ）に整備をồめている。 

現状、各都道府県において、浄化槽の維持管理（保守点検、清掃、法定検査）の徹底

が図られていない状況にあり、下記のとおり、整備した浄化槽台帳࣒ࢸࢫࢩ等の情報を

積極的に活用して浄化槽管理者に対する維持管理（保守点検、清掃、法定検査）の徹底

に向けた指導を強化すること。その㝿、都道府県・市町村・指定検査ᶵ関・関ಀ事ᴗ者

等による協㆟等を⤌⧊することにより、関ಀ者が୍యとなってྲྀり⤌ࡴయไのᵓ⠏に

ດめること。また、浄化槽台帳の࣒ࢸࢫࢩ化ࣝࢱࢪࢹࡸ化を積極的に推進し、より⢭ᗘ

の㧗いࢱ࣮ࢹを୍ඖ管理することによって管理の㧗ᗘ化を図り、㎿㏿かつ適ษな指導の

強化につなࡆること。 

（１）法に基づく維持管理が行われていない浄化槽の把握 

都道府県知事は、協㆟等を活用して関ಀ者と十分㐃ᦠしながら、浄化槽台帳により

維持管理の実施状況等に関する正☜な情報を㞟し、法に基づく維持管理（保守点検、

清掃、法定検査）が行われていない浄化槽を的☜に把握すること。 

なお、都道府県知事は、維持管理に関する情報の㞟にᙜたり、法第 49条第㸰項の規

定を活用して市町村に対して清掃の実施状況に関する情報のᥦ౪をồめるな、実ຠ性

のある情報㞟を積極的に実施すること。 

（㸰）法に基づく維持管理の徹底に向けた指導等の実施 

 都道府県知事は、上記（１）の把握により、生活環境の保全及びබ⾗⾨生上必要があ

るとㄆめるときは、浄化槽管理者に対して、法第 12条第１項に基づき浄化槽の保守点検

ཪは清掃の実施について必要な助言、指導ཪは່࿌を行࠺こと、並びに法第 12条の㸰第

１項及び第㸰項に基づき法定検査の実施について必要な助言、指導ཪは່࿌を行࠺こと。 

また、都道府県知事は、法に基づく浄化槽の保守点検ཪは清掃が行われていないとㄆ

めるときは、法第 12 条第㸰項に基づきᙜヱ浄化槽管理者に対して必要なᨵၿᥐ置等を

ࡌることができ、法第 12 条の㸰第㸰項に基づく法定検査の実施について່࿌を受け

た浄化槽管理者がᙜヱ່࿌にಀるᥐ置をとらなかったときは、法第 12 条の㸰第㸱項に

基づきᙜヱ່࿌にಀるᥐ置をࡌることができる。これらの令に㐪した者は⨩๎の
 

3 

対㇟となるものである。こ࠺した法の趣旨をᨵめてㄆ㆑し、適正な維持管理の実施に向

けた指導等を徹底すること。 

なお、市町村が設置・管理する浄化槽（බඹ浄化槽等）においても、法に基づく維持

管理が適正に行われていない事が見られることを㋃まえ、ᨵめて、市町村に対して、

自らが設置・管理する浄化槽（බඹ浄化槽等）について、法に基づく維持管理が適正に

行われるよ࠺指導等を徹底すること。 
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なお、市町村が設置・管理する浄化槽（බඹ浄化槽等）においても、法に基づく維持

管理が適正に行われていない事が見られることを㋃まえ、ᨵめて、市町村に対して、
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4 

㸺ཧ⪃㸼 

 浄化槽法関ಀ条ᩥ 

 

（保守点検ཪは清掃についてのᨵၿ令等） 

第十条 都道府県知事は、生活環境の保全及びබ⾗⾨生上必要があるとㄆめるときは、

浄化槽管理者、浄化槽管理者からጤクを受けた浄化槽の保守点検をᴗとする者、浄化槽

管理ኈⱝしくは浄化槽清掃ᴗ者ཪは技術管理者に対し、浄化槽の保守点検ཪは浄化槽の

清掃について、必要な助言、指導ཪは່࿌をすることができる。 

㸰 都道府県知事は、浄化槽の保守点検の技術上の基準ཪは浄化槽の清掃の技術上の基

準にᚑつて浄化槽の保守点検ཪは浄化槽の清掃が行われていないとㄆめるときは、ᙜヱ

浄化槽管理者、ᙜヱ浄化槽管理者からጤクを受けた浄化槽の保守点検をᴗとする者、浄

化槽管理ኈⱝしくは浄化槽清掃ᴗ者ཪはᙜヱ技術管理者に対し、浄化槽の保守点検ཪは

浄化槽の清掃について必要なᨵၿᥐ置をࡌ、ཪはᙜヱ浄化槽管理者に対し、十日௨ෆ

の期㛫を定めてᙜヱ浄化槽の用のṆをずることができる。 

 

（定期検査についての່࿌及び令等） 

第十条の 都道府県知事は、第十୍条第୍項の規定の施行に関し必要があるとㄆめ

るときは、浄化槽管理者に対し、ྠ項本ᩥの水質に関する検査を受けることを☜保する

ために必要な指導及び助言をすることができる。 

㸰 都道府県知事は、浄化槽管理者が第十୍条第୍項の規定を㑂守していないとㄆめる

ሙྜにおいて、生活環境の保全及びබ⾗⾨生上必要があるとㄆめるときは、ᙜヱ浄化槽

管理者に対し、┦ᙜの期㝈を定めて、ྠ項本ᩥの水質に関する検査を受けるき旨の່

࿌をすることができる。 

㸱 都道府県知事は、๓項の規定による່࿌を受けた浄化槽管理者が、正ᙜな理⏤がな

くてその່࿌にಀるᥐ置をとらなかつたときは、ᙜヱ浄化槽管理者に対し、┦ᙜの期㝈

を定めて、その່࿌にಀるᥐ置をとるきことをずることができる。 

 

（⨩๎） 

第භ十条 第十条第項の規定による令に㐪した者は、භ月௨下のᠬᙺཪはⓒ

௨下の⨩㔠に処する。 

第භ十භ条の 第条の第୕項ཪは第十条の第୕項の規定による令に㐪し

た者は、୕十௨下の㐣ᩱに処する。 
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福岡県田川市の市民会館で5月11日、令和5
年度第1回浄化槽技術向上協議会が開催され
た。同会は平成30年11月12日に設置され５
年になる。令和4年4月には改正浄化槽法によ
る法定協議会となった。浄化槽の適正な普及へ
行政、業界、住民が密接に連携し、合併転換で成
果を上げるなど、全国でもいまだ事例の少ない
協議会の成功例だ。

当日は議事に先立ち、所属機関の人事異動に
よる栗田委員が紹介された。引き続いて会長の
勢嶋伴睦市民生活部長が「4年間で944基設置さ
れた。5年度目となる今年度も関係者が一丸と
なり設置の推進と適正な維持管理に努めていき
たい」と挨拶。会長が議長となり前年度の事業
並びに決算報告、さらに今年度の事業計画と予
算について審議した。協議会は市、管工事協組、
環境整備事業協組、浄化槽システム協会、県浄
化槽協会の５者で構成され、委員は18名で、管
工事協組と環境整備事業協組が副会長に就いて
いる。事務局は市の汚水処理対策室が務める。
承認された令和5年度の事業計画は、①協議

会は3回開催②浄化槽技術講習会の開催（2月開
催）③専門部会（講習会、工事、維持管理の3部
会、各２回開催）、④広報活動として市広報誌に
３回掲載、浄化槽更新対象住民を個別訪問して
チラシ配布、ホームページの更新、広報車によ
る市内巡回、市庁舎玄関ホールで動画放映、⑤
浄化槽台帳の整備の5項目 --- だった。田川市は
令和元年度から個人設置・公的管理型方式によ
る浄化槽整備を進めているが、令和4年度の合
併浄化槽設置費補助金交付申請件数は230基
で、内訳は新規が79基、転換が151基である。
令和元年度に本制度ができて４年になるが、こ
の間設置された浄化槽は944基になった。この

うち単独浄化槽と汲み取り便所からの転換は
671基で、全体の７割を占める。同市の汚水処
理人口普及率は年率平均1.2％の勢いで上がっ
て66.55% になった。
市の補助金交付件数の推移をみると、最大は
令和２年度の254基で、4年度は24基少ないが、
理由は新型コロナウイルス感染による行動制限
などによるものと見られる。新型コロナの第5
類引き下げで、5月11日時点の補助申請件数が
52基と、かつてない勢いで申請が出され、同市
での浄化槽設置の勢いは衰えていない。
一方、浄化槽設置を担う設備工事業者の仕事
は水道管の布設や修繕、給排水工事、建築設備
など範囲が広い。特に同市では国の水道広域化
のモデルとして4市町の水道を統合した田川広
域水道企業団が発足、国の支援による水道管整
備・更新工事がピークを迎えており、浄化槽設
置の希望に十分対応できない状態にあるのが課
題のようだ。
地域の業者で対応しきれなければ他から来て
もらえばいいという考えもあるが、これからは
工事業者の施工能力を考えていかないと計画し
ても実現できない。特に浄化槽の場合、長く使
用するものなので地元業者でないと困るという
のが住民の願いである。

浄化槽適正普及へ令和５年度技術向上協議会
関係者連携で合併転換など成果挙がる
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令和３年度末の生活排水未処理人口1430万人に
汚水衛生処理率0.4ポイント増の88.6％

総務省はこのほど、浄化槽や下水道などによ
り生活排水を適正に処理している人口は令和３
年度末時点で１億1163万人で、汚水衛生処理
率は前年度比0.4ポイント増の88.6％に達した
と発表した。伸び率は鈍化傾向にあるが、残る
生活排水未処理人口は1430万人まで減少し
た。

汚水衛生処理率は、「現在水洗便所設置済人
口」を「住民基本台帳人口」で割ることで算出さ
れる。水洗便所設置済人口とは、水洗便所を利
用しているだけでなく、生活排水を適切に処理
している人口を指しており、単独処理浄化槽や
くみ取り便槽使用世帯、また集合処理施設の供
用開始区域であっても未接続の世帯は除外され
る。
汚水衛生処理率88.6％の内訳を見ると、公共

下水道が76.6％（元年度末・76.1％）、農業集落
排水が2.1％（同2.1％）、浄化槽が9.8％（同
9.7％）、コミュニティ・プラントが0.1％（同
0.1％）などとなっている。
浄化槽処理人口は1232万1538人（同1232万

4850人）で、うち特定地域生活排水処理施設（公
共浄化槽事業）によるものが50万4443人（同50
万9861人）、個別排水処理施設（単独事業）が
6 万9611人（同 9 万6348人）だった。
都市規模別の内訳では依然として地域間格差
が大きく、人口規模100万人以上の12自治体で
は99.3％（同99.3％）、50～100万人規模の16
自治体では92.4％（同92.1％）、30～50万人規
模の45自治体では90.7％（同90.4％）、10～30
万人規模の187自治体で88.6％（同88％）で、5
～10万 人 規 模 の247自 治 体 は82.3 ％（ 同
81.3％）、5 万人未満の1212自治体は74.5％（同
73.5％）だった。
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都　道 行政区域内 公共下水道 農集処 漁集処 林集処 簡排処 小排処 コミプラ 浄 化 槽 合　　計 汚水衛生 下水道

府　県 人　　口 処理人口 理人口 理人口 理人口 理人口 理人口 処理人口 処理人口 処理率 処理率

うち特 うち個 B+C+D+E+F+

A B C D E F G H I 定地域 別排水 G+H+I=J J/A×100 B/A×100

北海道 5,183,687   4,618,837   51,051  7,620  -    -    -    -       132,662  5,465   40,608  4,810,170    92.8 89.1

青 森 1,243,081   658,036     78,800  5,555  -    42   303  -       131,111  3,324   -       873,847      70.3 52.9

岩 手 1,206,479   674,096     73,015  8,444  -    -    50   3,301   161,757  33,612  200     920,663      76.3 55.9

宮 城 2,268,355   1,802,657   49,498  891    -    8    -    1,661   172,453  42,763  1,145   2,027,168    89.4 79.5

秋 田 956,836     541,430     72,217  1,715  118  139  164  -       128,086  17,851  321     743,869      77.7 56.6

山 形 1,056,682   751,868     66,026  782    -    62   37   -       98,349   13,351  651     917,124      86.8 71.2

福 島 1,841,244   888,866     96,634  -      795  129  23   -       441,302  14,303  519     1,427,749    77.5 48.3

茨 城 2,890,377   1,684,405   131,384 604    -    -    -    8,472   525,656  11,856  -       2,350,521    81.3 58.3

栃 木 1,942,494   1,231,706   68,024  -      -    -    32   905     287,172  4,732   -       1,587,839    81.7 63.4

群 馬 1,943,667   961,690     95,863  -      -    -    -    20,815  409,041  20,179  545     1,487,409    76.5 49.5

埼 玉 7,385,848   5,864,305   75,889  -      -    -    -    904     744,455  25,147  -       6,685,553    90.5 79.4

千 葉 6,310,875   4,624,022   41,099  -      -    -    -    7,816   870,299  2,747   -       5,543,236    87.8 73.3

東 京 13,794,933  13,714,998  1,739   269    -    -    -    2,334   30,548   3,783   190     13,749,888   99.7 99.4

神奈川 9,215,210   8,824,991   2,727   -      -    -    -    -       130,247  2,924   -       8,957,965    97.2 95.8

新 潟 2,188,469   1,516,474   116,594 1,792  42   -    35   -       146,064  7,238   915     1,781,001    81.4 69.3

富 山 1,037,319   840,127     74,796  2,004  96   -    83   699     35,692   462     170     953,497      91.9 81.0

石 川 1,124,501   887,350     49,274  2,310  69   -    240  2,194   45,119   8,509   694     986,556      87.7 78.9

福 井 767,561     579,422     70,490  6,532  213  -    50   -       39,707   1,560   1,038   696,414      90.7 75.5

山 梨 816,340     499,071     12,676  -      -    -    31   4,381   131,568  5,488   186     647,727      79.3 61.1

長 野 2,056,970   1,645,731   144,471 -      76   159  577  958     131,122  12,233  1,106   1,923,094    93.5 80.0

岐 阜 1,996,682   1,333,753   87,501  -      -    278  931  4,190   265,913  3,230   2,422   1,692,566    84.8 66.8

静 岡 3,658,375   2,189,060   24,268  1,362  -    -    -    11,471  688,227  7,747   -       2,914,388    79.7 59.8

愛 知 7,528,519   5,638,172   126,915 1,733  -    -    -    9,537   829,681  -       -       6,606,038    87.7 74.9

三 重 1,784,968   937,303     77,881  4,936  -    41   -    3,387   441,777  30,073  -       1,465,325    82.1 52.5

滋 賀 1,415,222   1,233,157   62,516  -      34   -    19   2,313   51,565   -       7,601   1,349,604    95.4 87.1

京 都 2,511,494   2,308,307   34,973  1,374  30   59   50   96      58,911   12,555  144     2,403,800    95.7 91.9

大 阪 8,800,753   8,279,634   573     78     -    -    -    -       172,736  4,002   135     8,453,021    96.0 94.1

兵 庫 5,488,605   5,037,450   124,068 3,828  -    -    348  49,781  100,975  102     5,908   5,316,450    96.9 91.8

奈 良 1,335,378   1,018,260   4,979   -      -    -    33   586     81,819   1,075   -       1,105,677    82.8 76.3

和歌山 935,084     205,660     29,456  4,869  185  40   73   1,448   333,967  1,418   177     575,698      61.6 22.0

鳥 取 551,806     372,535     80,656  2,716  160  -    527  398     33,053   4,433   32      490,045      88.8 67.5

島 根 666,331     298,060     72,595  12,644 -    230  441  4,004   109,219  28,032  1,701   497,193      74.6 44.7

岡 山 1,879,280   1,187,904   30,896  783    43   -    226  -       314,494  7,467   710     1,534,346    81.6 63.2

広 島 2,788,687   2,058,336   38,648  3,367  -    -    -    725     317,933  17,777  967     2,419,009    86.7 73.8

山 口 1,340,458   865,578     44,010  8,140  32   -    -    75      232,281  1,655   134     1,150,116    85.8 64.6

徳 島 726,729     105,049     15,602  322    67   -    -    5,971   316,041  3,499   -       443,052      61.0 14.5

香 川 964,885     398,645     10,979  656    -    -    -    399     318,060  7,431   -       728,739      75.5 41.3

愛 媛 1,341,539   691,488     30,762  2,425  -    -    -    639     306,141  9,570   58      1,031,455    76.9 51.5

高 知 693,369     237,633     14,065  735    -    11   36   1,471   228,073  3,316   -       482,024      69.5 34.3

福 岡 5,108,507   4,104,282   41,327  4,336  -    -    68   8,287   470,675  27,566  610     4,628,975    90.6 80.3

佐 賀 812,193     457,071     46,060  2,980  -    -    20   101     145,669  45,899  58      651,901      80.3 56.3

長 崎 1,320,055   786,612     33,737  6,469  -    -    78   4,847   206,357  2,298   -       1,038,100    78.6 59.6

熊 本 1,747,513   1,153,892   47,407  4,091  43   40   210  1,249   268,779  22,518  422     1,475,711    84.4 66.0

大 分 1,131,140   529,497     22,826  3,207  -    -    168  589     274,677  6,697   -       830,964      73.5 46.8

宮 崎 1,078,313   596,827     36,269  2,072  -    -    -    -       256,385  9,917   -       891,553      82.7 55.3

鹿児島 1,605,419   644,494     28,661  2,846  -    -    -    4,683   597,916  8,639   -       1,278,600    79.6 40.1

沖 縄 1,485,670   949,397     44,175  3,174  -    -    -    -       107,804  -       244     1,104,550    74.3 63.9

計 125,927,902 96,428,138 2,584,072 117,661 2,003 1,238 4,853 170,687 12,321,538 504,443 69,611 111,630,190  88.6 76.6

/A×100 76.6 2.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 9.8 0.4 0.1 88.6

（注） ｢行政区域内人口｣は住民基本台帳人口、｢処理人口｣は現在水洗便所設置済人口、｢農集｣は農業集落排水施設、｢漁集｣は漁業集落排水施設、｢林集｣は林業集落排水施設、｢簡排｣は
簡易排水施設、｢小排｣は小規模集合排水処理施設、｢コミプラ｣はコミュニティ・プラント、｢特定地域｣は特定地域生活排水処理施設、｢個別排水｣は個別排水処理施設

汚汚水水衛衛生生処処理理率率のの状状況況（（令令和和３３年年度度）） （単位：人、％）
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2023 年度「浄化槽の日」第37 回全国浄化槽大会実施要領2023 年度「浄化槽の日」第37 回全国浄化槽大会実施要領

「浄化槽の日」「浄化槽の日」
 第37 回全国浄化槽大会 第37 回全国浄化槽大会
 標語決まる !! 標語決まる !!

１．目　　的　　「浄化槽の日」を記念し、浄化槽の健全な普及促進を図り、生活環境の保全、向上に

　　　　　　　　寄与することを目的とする。

２．主　　催　　「浄化槽の日」実行委員会

３．後　　援　　環境省、国土交通省（予定）

４．開催日時　　2023 年 10月2日（月）  14：30 ～ 18：30

５．会　　場　　（式　典）

　　　　　　　　TKP 市ヶ谷カンファレンスセンター

　　　　　　　　東京都新宿区市谷八幡町 8番地 TKP 市ヶ谷ビル 2F　TEL　03-5227-6911

　　　　　　　　（懇親会）

　　　　　　　　ホテルグランドヒル市ヶ谷

                東京都新宿区市谷本村町 4 − 1　 TEL　03 − 3268 − 0111

６．大会次第　　① 全国大会記念式典　14：30 ～ 15：30

                   開会挨拶、浄化槽の日実行委員会代表挨拶、関係省大臣挨拶、浄化槽適正整備推

　　　　　　　　　 進決議、浄化槽関係功労者表彰、大会標語 入選者表彰

                ② 記念講演　15：30 ～ 16：30

　　　　　　　　　 演題 （未定）

　　　　　　　　　 講師 講演１　福岡県田川市環境政策課課長補佐兼汚水処理対策室長 廣末貢一 様

　　　　　　　　　 　　 講演２　落語家 三遊亭良楽 様

                ③ 懇親会　17：00 ～ 18：30

７．参加団体

 

８．対　　象　　全国浄化槽関係者、浄化槽関係学識経験者

９．入場者数　　約 800 名

　「浄化槽の日」実行委員会はこのほど、「浄化槽の日」関連行事である今

年の第37回全国浄化槽大会で表彰される標語の入選4作品を発表した。最

優秀賞、優秀賞作品は以下のとおり。

　入選者は浄化槽大会で表彰され、最優秀賞には 5万円、優秀賞には各 1

万円の賞金が贈られる（学生には図書カード）。標語は今後、浄化槽普及に向けアピールするため、全国

的なキャンペーン等で活用される。

【最優秀賞】  ・浄化槽　きれいな水を　次世代へ　　（一般の部）

【優 秀 賞】  ・浄化槽　やさしく守る　水環境　　　（一般の部）

　　　　　  ・水資源　活かす　育む　浄化槽　　　（一般の部）

　　　　　  ・いきる水　やさしく循環　浄化槽　　 （学生の部）

( 一社 )浄化槽システム協会

全国浄化槽推進市町村協議会

全国環境整備事業協同組合連合会

全国管工事業協同組合連合会

(一財 )全国建設研修センター

(一社 )全国浄化施設保守点検連合会

(一社 )全国浄化槽団体連合会

(公財 )日本環境整備教育センター

(一社 )日本環境保全協会

(一社 )日本空調衛生工事業協会

全国一般廃棄物環境整備協同組合連合会 

(一財 )日本環境衛生センター

(公社 )日本水環境学会（賛助委員）

2023 年度「浄化槽の日」第37 回全国浄化槽大会実施要領2023 年度「浄化槽の日」第37 回全国浄化槽大会実施要領
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全浄連・会務報告

月　日 摘　　　　要 会 場 ・ 訪 問 先

5 月 2 日  2023 年「第 1回 事業委員会」（テレビ会議） 全浄連会議室

5月 10 日  全浄連監事監査 全浄連会議室

5月 10 日
 第 1 正副会長会、第 1回功労者顕彰委員会、

 第 1回全国浄化槽推進政治連盟常任幹事会
ホテルグランドヒル市ヶ谷

5月 29 日  2023 年度「第 46 回 理事会」（対面・Web 併用） ホテルグランドヒル市ヶ谷

6月 8日  「2023 浄化槽ビジョン検討会」キックオフミーティング ホテルグランドヒル市ヶ谷

6月 27 日
 第 2 回正副会長会、第 11 回定時総会、第 47 回理事会、2023

 年度全国浄化槽推進政治連盟幹事会、懇親会
ホテルグランドヒル市ヶ谷

7月 20 日  2023 年「第 2回 事業委員会」（テレビ会議） 全浄連会議室

7月 28 日  「第 1回 2023 浄化槽ビジョン検討会」（テレビ会議） 全浄連会議室

全浄連関係機関・団体との会議等報告

月　日 摘　　　　要 会　　　場

5 月 17 日 （一社）千葉県環境保全センター「創立 50 周年記念式典・祝賀会」 オークラ千葉ホテル

5月 18 日 全国環境整備事業協同組合連合会「令和 5年通常総会懇親会」 如水会館

5月 23 日 （一社）日本空調衛生工事業協会「第 75 回定時総会懇親会」 帝国ホテル東京

5月 25 日 （公社）全国都市清掃会議「第 13 回定時総会」
オークスカナルパークホテ

ル富山

5月 29 日 （公社）香川県浄化槽協会「第 13 回定時総会」 JR ホテルクレメント高松

5月 30 日 （公社）徳島県環境技術センター「第 13 回定時総会」 徳島グランヴィリオホテル

5月 31 日 （一社）建設広報協会「令和 5年度定時総会」 ホテルルポール麹町

5月 31 日
（一社）東京都水環境システム協会「令和 5 年度第 50 回通常総

会・懇親会」
スクワール麹町

6月 2日 （一社）島根県浄化槽協会「設立 50 周年記念式典・祝賀会」 ホテル一畑

6月 2日  ( 一社 )日本環境衛生施設工業会「第 12 回通常総会・懇親会」 霞山会館

6月 6日 （公社）千葉県浄化槽検査センター「第 11 回定時総会」 オークラ千葉ホテル

6月 6日 （公社）愛媛県浄化槽協会「第 13 回通常総会、式典、懇親会」
ANA クラウンプラザホテル

松山

6月 8日 （一社）浄化槽システム協会「令和 5年度総会・懇親会」 東京グランドホテル

6月 12 日 （一社）日本環境保全協会「令和 5年度定時総会・懇親会」
ホテルメトロポリタンエド

モンド

6月 13 日 （公社）神奈川県生活水保全協会「第 44 回通常総会・懇親会」 ホテルメルパルク横浜



全浄連ニュース　2023年 8月　No.178● 22

全浄連関係機関・団体との会議等報告

6 月 13 日 （一社）愛知県浄化槽協会「第 43 回定時社員総会・懇親会」 名古屋東急ホテル

6月 15 日
 ( 一社 )全国浄化施設保守点検連合会「第 42 回定時役員総会・

懇親会」

アンドコンフィホテル熊本

城ビュー

6月 16 日 （一社）高知県浄化槽協会「創立 50 周年記念式典・祝賀会」 城西館

6月 16 日  ( 公社 )全国産業資源循環連合会「第 13 回定時総会・懇親会」 明治記念館

6月 19 日  ｢ 浄化槽の日」実行委員会 全浄連会議室

6月 19 日 3R 活動推進フォーラム「第 18 回理事会・総会」
日比谷国際ビルコンファレ

ンススクエア

6月 22 日  全浄連東北地区協議会「第 49 回通常総会」
プレミアホテル中島公園札

幌

6月 23 日 （一社）静岡県浄化槽協会「第 10 回定時総会」
グランディエールブケトー

カイ

6月 28 日  令和 5年度 (第 37 回 ) 日本廃棄物団体連合会総会・講演会
日比谷国際ビルコンファレ

ンススクエア

7月 4日  浄化槽中央連絡協議会「令和 5年度理事会、定期総会、懇親会」 ホテルグランドヒル市ヶ谷










